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(57)【要約】
　
　　【課題】　空調運転の待機状態において、室外機の
消費電力を確実に低減すると共に、室外機の小型化・軽
量化とコストダウンを実現する。
【解決手段】　待機状態移行時は、室外機制御部９は開
閉手段ＭＲを制御してインバータ１８への電源供給を遮
断し、室内機制御部８は第１切替リレー４６を制御して
第３切替リレー４５に駆動電力を供給する。第３切替リ
レー４５はスイッチング電源３７への電力供給を遮断す
るよう切り替り、室外機制御部９は停止する。また、待
機状態解除時は、室内機制御部８が第１切替リレー４６
を制御して、第３切替リレー４５に供給されていた駆動
電力を遮断する。これにより第３切替リレー４５がスイ
ッチング電源３７に電力を供給するよう切り替わり、室
外機制御部９が起動する。室外機制御部９は開閉手段Ｍ
Ｒを制御してインバータ１８への電源供給を開始する。
　【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機と、室外機と、前記室内機と前記室外機を結ぶ一対の電源ラインと、前記室内機
と前記室外機を結ぶ一本の通信ラインと、前記室内機もしくは前記室外機に備えられ、商
用電源を入力すると共に前記室内機および前記室外機へ前記電源ラインを介して電力を供
給する主電力供給部とを備えた空気調和機であって、
　前記室内機は、同室内機に備えられた主要な負荷を制御する室内機制御部と、前記室外
機との通信を行う室内機通信部と、前記主電力供給部から電力が供給される切替手段駆動
電源と、同切替手段駆動電源の出力電圧と前記室内機通信部からの信号とを前記室内機制
御部の指示により切り替えて前記通信ラインへ接続する室内機側通信ライン切替手段とを
備え、
　前記室外機は、同室外機に備えられた主要な負荷を制御する室外機制御部と、前記室内
機との通信を行う室外機通信部と、前記主電力供給部の電源を入力し前記室外機制御部へ
電源を供給するサブ電源と、
前記室外機制御部の指示により、前記室外機内の主要な負荷に電力を供給する電源ライン
を開閉する開閉手段と、前記主要な負荷と前記サブ電源とに電力を供給する電源ラインを
開閉する主電力開閉手段と、前記通信ラインの電圧を前記室外機通信部と前記主電力開閉
手段の駆動部とに切り替えて接続する室外機側通信ライン切替手段とを備え、
　前記室外機制御部は、前記室内機から待機状態の指示を受信した場合、前記開閉手段を
開とし、前記室外機側通信ライン切替手段によって前記通信ラインを前記主電力開閉手段
の駆動部へ接続し、前記室内機制御部は、前記室内機側通信ライン切替手段により前記切
替手段駆動電源の電圧を前記通信ラインへ接続することで、前記室外機側通信ライン切替
手段を介して前記主電力開閉手段の駆動部を駆動して前記室外機への電力を遮断して同室
外機を待機状態に移行させることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記室内機制御部は、前記室外機を前記待機状態から運転状態へ移行させる場合、前記
室内機側通信ライン切替手段により前記室内機通信部からの信号を前記通信ラインへ接続
して前記主電力開閉手段の駆動部への電圧印加を停止することで同主電力開閉手段を介し
て前記室外機に電力を供給して前記室外機制御部を起動させ、同室外機制御部は、前記室
外機側通信ライン切替手段によって前記通信ラインを前記室外機通信部に接続し、前記室
内機から前記通信ラインを介して受信した指示に従って前記運転状態へ移行することを特
徴とする請求項１記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に係わり、より詳細には、待機状態時における室外機の消費電力
を低減する空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機は、室内機と室外機とを接続する一対の電源連絡配線と室内機と室外
機とを接続する１本の信号伝送連絡配線との計３本の連絡電線で相互に接続し、また、例
えば室外機に商用の電源電線を接続して構成され、電源連絡配線と電源電線は室外機内で
接続されているものが知られている（従来例１）。このような空気調和機で、省エネルギ
ー化を考慮して待機運転時の室外機での消費電力を低減しようとすると、室外機側の電源
ラインに開閉リレーを設け、待機運転時にはこの開閉リレーを開とする必要がある。
【０００３】
　この開閉リレーの開閉制御を室外機に備えた制御部で行う場合は、開閉リレーを開とし
て室外機制御部が停止すると再起動ができなくなるという問題があった。また、この開閉
リレーの開閉制御を室内機に備えた制御部で行う場合は、専用の連絡配線を室内機と室外
機の間に追加設置する必要があり、これに伴い室内機および室外機の端子部や内部回路の
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変更が発生するため、装置全体のコストが高くなるという問題があった。
【０００４】
　そこで、省エネルギー化を求め待機運転時に室外機の電源を遮断して待機中の消費電力
を低減する空気調和機として、特許文献１に示すように、建物内に設置された室内機と建
物外に設置された室外機が、一対の電源連絡配線と一本の信号伝送連絡配線で相互に接続
され、また、室外機に商用電源を接続し、室外機側の電源ラインに室内機から駆動電力が
供給されて閉じる開閉リレーを設けたものが提案されている（従来例２）。
【０００５】
　特許文献１に開示されている空気調和機は、図６の回路ブロック図に示すように、室内
機１０１の室内機端子１０３と室外機１０２の室外機端子１０４とが、一対の電源連絡配
線Ｌａ１、Ｌａ２と一本の信号伝送連絡配線Ｌｃｓの３本の電線からなる連絡配線で相互
に接続されている。室外機１０２側には、電源電線接続端子１０５に主電力供給部１１５
が電源電線Ｌａｃを介して接続されており、電源電線接続端子１０５と室外機端子１０４
は室外機１０２内部で接続されている。
【０００６】
　室内機１０１には、室内機制御部１０６が搭載された室内機制御基板１０７が設けられ
ている。この室内機制御基板１０７には、送風ファンが連結された送風ファンモータ１０
８や上下あるいは左右の風向板を揺動するための風向板用ステッピングモータ１０９が接
続されており、また、室温を検出する室温センサ１１０ａや室内熱交換器を流れる冷媒温
度を検出する冷媒温度センサ１１０ｂ、１１０ｃ等の各種センサ類１１０が接続されてい
る。
【０００７】
　これら室内機制御部１０６や送風ファンモータ１０８、風向板用ステッピングモータ１
０９および各種センサ類１１０は、電源連絡配線Ｌａ１、Ｌａ２に一端が接続される室内
側電源ラインＬｉ１、Ｌｉ２に、必要に応じて定電圧直流電源等を介して接続されている
。これにより、各機器の動作電力が室内側電源ラインＬｉ１、Ｌｉ２を介して供給され、
空調運転時には、室内機制御部１０６が各種センサ類１１０での検出信号を監視し、送風
ファンモータ１０８や風向板用ステッピングモータ１０９の作動を制御する。
【０００８】
　室内機制御基板１０７には、さらに室外機１０２との通信を行う室内側信号送信回路１
１１と室内側信号受信回路１１２とが設けられており、互いに直列に接続されて室内側電
源ラインＬｉ１、Ｌｉ２に接続されている。また、室内側信号送信回路１１１と室内側信
号受信回路１１２間の接続点が室内側伝送ラインＬｉｓを介して信号伝送連絡配線Ｌｃｓ
に接続されている。
【０００９】
　また、室内機制御基板１０７には、リモコン受信部１１３が設けられており、利用者が
リモコン１１４により空調運転の開始／停止等の各種設定操作を行った時の設定信号が受
信され、この信号が室内機制御部１０６に送られて新たな設定に応じた制御が行われる。
【００１０】
　一方、室外機１０２には、室外機制御部１１６が搭載された室外機制御基板１１７が設
けられている。そして、室外機端子１０４を介して電源連絡配線Ｌａ１、Ｌａ２に一端が
接続された室外側電源ラインＬｏ１、Ｌｏ２に、圧縮機１１８や四方弁１１９、電動膨張
弁１２０、電磁弁１２１および室外ファンが連結された室外ファンモータ１２２が、室外
機制御基板１１７を介してそれぞれ接続されている。また、図示しない外気温を検出する
外気温センサや、室外熱交換器を流れる冷媒温度を検出する冷媒温度センサ等の各種セン
サ類も、室外機制御基板１１７を介してそれぞれ接続されている。
【００１１】
　これら室外機制御部１１６や四方弁１１９、電動膨張弁１２０、電磁弁１２１および室
外ファンモータ１２２は、室外側電源ラインＬｏ１、Ｌｏ２に、必要に応じて定電圧直流
電源等を介して接続されている。また、圧縮機１１８は、整流器１２３とインバータ１２
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４を介して室外側電源ラインＬｏ１、Ｌｏ２に接続されている。空調運転時には、室外機
制御部１１６が各種センサ類での検出信号を監視し、四方弁１１９や電動膨張弁１２０、
電磁弁１２１、室外ファンモータ１２２および圧縮機１１８の作動を制御する。
【００１２】
　室外機制御基板１１７には、さらに室内機１０１との通信を行う室外側信号送信回路１
２５と室外側信号受信回路１２６とが設けられており、互いに直列に接続されて室外側電
源ラインＬｏ１、Ｌｏ２に接続されている。また、室外側信号送信回路１２５と室外側信
号受信回路１２６間の接続点が室外側伝送ラインＬｏｓを介して信号伝送連絡配線Ｌｃｓ
に接続されている。
【００１３】
　図７は、上述した室内側信号送信回路１１１および室内側信号受信回路１１２と、室外
側信号送信回路１２５および室外側信号受信回路１２６との接続を示す要部回路ブロック
図である。室内側信号送信回路１１１と室外側信号送信回路１２５はそれぞれフォトトラ
イアックＴａと抵抗Ｒ１との直列回路で構成され、室内側信号受信回路１１２と室外側信
号受信回路１２６はそれぞれ互いに逆並列に接続された一対の発光ダイオードＤｏ，Ｄｏ
とこれらに直列接続された抵抗Ｒ２とで構成されている。
【００１４】
　尚、以下の説明では室内側電源ラインＬｉ１および室外側電源ラインＬｏ１とこれらを
相互に接続する電源連絡配線Ｌａ１を併せて基準側電源ラインＬ１と称し、同様に室内側
電源ラインＬｉ２および室外側電源ラインＬｏ２とこれらを相互に接続する電源連絡配線
Ｌａ２を併せて電圧側電源ラインＬ２、室内側伝送ラインＬｉｓおよび室外側伝送ライン
Ｌｏｓとこれらを相互に接続する信号伝送連絡配線Ｌｃｓを併せて通信ラインＬｓと称し
て説明する。
【００１５】
　室内機１０１と室外機１０２の通信は以下のように行われる。例えば室内機制御部１０
６から室外機制御部１１６への信号送信は、室内機１０１側のフォトトライアックＴａに
対向して配置された図示しない発光素子が室内機制御部１０６の通電制御に応じて発光し
、その度にフォトトライアックＴａがオン状態となり、ダイオードＤｏを通して電流が流
れる。この時、通信ラインＬｓと基準側電源ラインＬ１との間の電圧が上昇し、これによ
って室外機１０２側の発光ダイオードＤｏにも電流が流れて発光する。この発光状態を図
示しない受光素子で検出し、検出信号が室外機制御部１１６に取り込まれて、送信が完了
する。室外機制御部１１６から室内機制御部１０６への信号送信も同様に行われる。
【００１６】
　室外機１０２内における室外側電源ラインＬｏ１、Ｌｏ２は各種センサ類や四方弁１１
９や電動膨張弁１２０等（以下、これらを室外機負荷１２７と記載する）が接続される機
器用電源ラインＬｅｑと、室外機制御部用電源１２８が接続される室外機制御部用電源ラ
インＬｍｃとの２系統に分岐され、機器用電源ラインＬｅｑには第１リレーＭＲ１が、室
外機制御部用電源ラインＬｍｃには第２リレーＭＲ２がそれぞれ介設されている。
【００１７】
　室外機制御部用電源１２８は、室外機制御部用電源ラインＬｍｃを通して交流電源が入
力されると、これを所定の直流電源に変換して室外機制御部１１６に供給する。第１リレ
ーＭＲ１は室外機制御部１１６によって開閉が制御される。また、第２リレーＭＲ２が閉
じている時には、室外機制御部１１６が第２リレーの駆動コイルＭＲ２Ｃへの通電を停止
することにより開にする制御が行われる。
この第２リレーの駆動コイルＭＲ２Ｃは、室外側電源ラインＬｏ１と室外側伝送ラインＬ
ｏｓとに接続されたリレー駆動用電源１２９より供給される電力により閉じられるように
なっている。
【００１８】
　以上説明した構成における、空気調和機の空調運転の運転状態から待機状態への切り替
えは次のようになる。利用者がリモコン１１４を操作して運転停止の操作を行うと、室内
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機制御部１０６は通信ラインＬｓを通して室外機制御部１１６に停止信号を送信する。こ
の時、室内機制御部１０６は同時に各種センサ類１１０や送風ファンモータ１０８等への
電源供給も停止して、室内機制御部１０６とリモコン受信部１１３のみ動作状態を維持す
る待機状態に移行する。
【００１９】
　室内機制御部１０６から停止信号を受け取った室外機制御部１１６は、まず第１リレー
ＭＲ１を開とし室外機負荷１２７への電源供給を停止する。その後、室外機制御部１１６
は第２リレーＭＲ２の駆動コイルＭＲ２Ｃへの通電を停止して第２リレーＭＲ２が開とな
る。この結果、室外機制御部用電源１２８への電源入力が遮断され、室外機１０２はすべ
ての機器への電源供給が停止された待機状態となる。
【００２０】
　一方、空調運転の待機状態から運転状態への切り替えは次のようになる。利用者がリモ
コン１１４を操作して運転開始の操作を行うと、室内機制御部１０６は通信ラインＬｓを
通して室外機制御部１１６に起動信号を送信する。この起動信号の送信は、室内側信号送
信回路１１１のフォトトライアックＴａを所定時間オン状態にすることによって行われる
。これにより、基準側電源ラインＬ１に対する通信ラインＬｓの電圧が上昇し、これに伴
ってリレー駆動用電源１２９から交流電圧が出力されて、駆動用コイルＭＲ２Ｃへの通電
が生じる。
【００２１】
　この結果、待機状態時には開状態であった第２リレーＭＲ２が閉じられ、室外機制御部
用電源１２８に室外機制御部用電源ラインＬｍｃを通して電源電圧が入力されて、室外機
制御部用電源１２８から室外機制御部１１６に動作電力が供給される。これによって起動
した室外機制御部１１６は、まず、第２リレーＭＲ２の閉状態を維持するため駆動コイル
ＭＲ２Ｃへの通電状態を保持する制御を行う。これにより、室内機制御部１０６からの起
動信号が停止した後も室外機制御部１１６の動作状態が継続される。
【００２２】
　その後は、空調運転に必要な信号を室内機制御部１０６と通信して受信し、第１リレー
ＭＲ１を閉じて室外機負荷１２７に電源を供給し起動させて空調運転を行う。同時に室内
機制御部１０６でも室外機制御部１１６との通信内容に応じて、室外機１０２の室外機負
荷１２７の起動に同期させて、室内機１０１の各種センサ類１１０や送風ファンモータ１
０８等の駆動制御を開始する。
【００２３】
　以上説明した通り、特許文献１に開示されている実施形態においては、待機状態への移
行時に室外機制御部１１６によって第２リレーＭＲ２が開にされ、室外機制御部１１６へ
の動作電力の供給が遮断される。そして、待機状態の解除時は、通信ラインＬｓを利用し
、これを通して室内機１０１から室外機１０２へ駆動コイルＭＲ２Ｃの励磁電力を供給し
第２リレーＭＲ２を閉じて室外機制御部１１６を起動させる。従って、待機状態では室外
機１０２への電源供給を遮断した状態となるため消費電力が低減できる。
【００２４】
　しかしながら、上述した方法では、待機状態への移行時に室外機制御部１１６が第２リ
レーＭＲ２を開にし、室外機制御部１１６への動作電力の供給を遮断しているため、例え
ばノイズ等によって室外機制御部１１６が制御不能状態（暴走状態）となった場合は第２
リレーＭＲ２を開とする制御が行えなくなり、待機状態移行時に室外機制御部１１６を停
止させることができなくなるという問題があった。
【００２５】
　また、室外機制御部１１６が第２リレーＭＲ２を開閉制御するための制御線が室外機制
御部１１６から第２リレーＭＲ２（駆動コイルＭＲ２Ｃ）に接続されているが、その基板
上でのパターンは、電源電圧を各機器に対応した動作電力に変換する定電圧直流電源の後
段（２次側）から前段（１次側）に接続するよう配線する必要がある。１次側と２次側で
は電圧が異なるため、２次側からのパターンを１次側に配線する場合は、ＩＥＣ６０３３
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５－１やＵＬ８４０といった規格を満足するよう１次側パターンと２次側パターンとの距
離を大きく取る必要がある。このため、基板の面積が拡大し室外機１０２の小型化・軽量
化に支障をきたすと共にコストアップになるという問題があった。
【特許文献１】特許第３０１９８４４号公報（第４～６頁、第１図、第３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　本発明は以上述べた問題点を解決し、空調運転の待機状態において室外機制御部を確実
に停止し消費電力を低減すると共に、室外機の小型化・軽量化とコストダウンを実現する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　本発明は上述の課題を解決するため、請求項１に関する発明は、室内機と、室外機と、
前記室内機と前記室外機を結ぶ一対の電源ラインと、前記室内機と前記室外機を結ぶ一本
の通信ラインと、前記室内機もしくは前記室外機に備えられ、商用電源を入力すると共に
前記室内機および前記室外機へ前記電源ラインを介して電力を供給する主電力供給部とを
備えた空気調和機であって、
　前記室内機は、同室内機に備えられた主要な負荷を制御する室内機制御部と、前記室外
機との通信を行う室内機通信部と、前記主電力供給部から電力が供給される切替手段駆動
電源と、同切替手段駆動電源の出力電圧と前記室内機通信部からの信号とを前記室内機制
御部の指示により切り替えて前記通信ラインへ接続する室内機側通信ライン切替手段とを
備え、
　前記室外機は、同室外機に備えられた主要な負荷を制御する室外機制御部と、前記室内
機との通信を行う室外機通信部と、前記主電力供給部の電源を入力し前記室外機制御部へ
電源を供給するサブ電源と、
前記室外機制御部の指示により、前記室外機内の主要な負荷に電力を供給する電源ライン
を開閉する開閉手段と、前記主要な負荷と前記サブ電源とに電力を供給する電源ラインを
開閉する主電力開閉手段と、前記通信ラインの電圧を前記室外機通信部と前記主電力開閉
手段の駆動部とに切り替えて接続する室外機側通信ライン切替手段とを備え、
　前記室外機制御部は、前記室内機から待機状態の指示を受信した場合、前記開閉手段を
開とし、前記室外機側通信ライン切替手段によって前記通信ラインを前記主電力開閉手段
の駆動部へ接続し、前記室内機制御部は、前記室内機側通信ライン切替手段により前記切
替手段駆動電源の電圧を前記通信ラインへ接続することで、前記室外機側通信ライン切替
手段を介して前記主電力開閉手段の駆動部を駆動して前記室外機への電力を遮断して同室
外機を待機状態に移行させることを特徴としている。
【００２８】
　また、請求項２に関する発明は、前記室内機制御部は、前記室外機を前記待機状態から
運転状態へ移行させる場合、前記室内機側通信ライン切替手段により前記室内機通信部か
らの信号を前記通信ラインへ接続して前記主電力開閉手段の駆動部への電圧印加を停止す
ることで同主電力開閉手段を介して前記室外機に電力を供給して前記室外機制御部を起動
させ、同室外機制御部は、前記室外機側通信ライン切替手段によって前記通信ラインを前
記室外機通信部に接続し、前記室内機から前記通信ラインを介して受信した指示に従って
前記運転状態へ移行することを特徴としている。
【発明の効果】
【００２９】
　請求項１に係わる発明は、空気調和機の空調運転が待機状態に移行するとき、室外機制
御部は開閉手段を制御して主要な負荷への電力供給を遮断する。その後、室内機制御部は
室内機側通信ライン切替手段を、室外機制御部は室外機側通信ライン切替手段を制御して
、室内機通信部と室外機通信部との接続を遮断すると共に、主電力開閉手段に切替手段駆
動電源より駆動電力を供給するよう接続を行う。駆動電力を受けた主電力開閉手段は、室
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外機制御部へ電源を供給するサブ電源への商用電源からの電力供給を遮断するよう切り替
わり、室外機制御部は電力供給を遮断されて停止する。これにより、待機状態時の室外機
での消費電力（以下待機電力と記載する）をゼロとする。
【００３０】
　また、請求項２に係わる発明は、空調運転の待機状態が解除されるときは、室内機制御
部は室内機側通信ライン切替手段を制御して主電力開閉手段と切替手段駆動電源との接続
を遮断する。これにより切替手段駆動電源からの駆動電力の供給が遮断されるため、主電
力開閉手段は、室外機制御部へ電源を供給するサブ電源への商用電源からの電力供給がで
きるよう切り替わり、室外機制御部は電力供給を受けて起動する。起動した室外機制御部
は、室外機側通信ライン切替手段を制御して室内機通信部と室外機通信部とを接続した後
、開閉手段を制御して主要な負荷への電力供給を開始する。
【００３１】
　このように室外機制御部への電源供給および遮断は、主電力開閉手段によって制御され
、さらには主電力開閉手段は室内機制御部によって切替制御される室内機側通信ライン切
替手段によって駆動電力の供給および遮断が制御されるため、空調運転の待機状態移行時
に室外機制御部が暴走状態となった場合でも、室内機側通信ライン切替手段を制御して主
電力開閉手段に駆動電力を供給することによって室外機制御部への電力供給を遮断し室外
機制御部を停止させることができる。
【００３２】
　また、従来例２では、室外機制御部１１６から制御線が第２リレーＭＲ２に接続されて
いるため、その基板上でのパターンは２次側から１次側に接続するよう配線する必要があ
り、１次側と２次側のパターン距離を取る必要があったが、本発明では、主電力開閉手段
は室内機からの切替制御（室内機制御部および室内機側通信ライン切替手段による）であ
り、室外機での配線すなわち信号ラインから室外機側通信ライン切替手段を介して第３切
替手段への配線は１次側のみで済むため、パターン間距離を大きく取る必要がなく基板の
面積縮小ひいては室外機の小型化・軽量化やコストダウンができる。
【００３３】
　さらには、従来例２では、室外機１０２のセルフテストを行う際には、室内機１０１の
電源をオンするか外部から別途電源を供給しないことには室外機１０２をオンする、つま
りは室外機制御部１１６を起動することができないが、本案では主電力供給部を商用電源
に接続すれば室外機をオンする、つまりは室外機制御部を起動することができるため、例
えば室外機に備えられているセルフテストスイッチを操作してセルフテストモードで起動
できるようにしておけば容易にセルフテストを行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態を、添付図面に基づいて詳細に説明する。尚、実施例として
は、一対の室内機と室外機、そして室内機を操作するためのリモコンを備えた空気調和機
を一例として説明することとする。
【実施例】
【００３５】
　図１は、本発明による空気調和機の構成ブロック図を示しており、室内機１には、室内
機制御部８が搭載された室内機制御基板３が設けられている。この室内機制御基板３には
、図示しない送風ファンが連結された送風ファンモータ１９と、図示しない上下あるいは
左右の風向板を揺動するための風向板用ステッピングモータ２０が接続されており、また
、室内の温度を検出する室温センサ１６や図示しない室内熱交換器を流れる冷媒温度を検
出する冷媒温度センサ１４がそれぞれ接続されている。
【００３６】
　室内機制御基板３には、さらに図示しないリモコンから送信される赤外線信号を受信す
るリモコン受信部１２と、室温センサ１６での検知信号を入力する室温センサ入力部１５
と、冷媒温度センサ１４での検知信号を入力する冷媒温度センサ入力部１３と、室外機２
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とデータの送受信を行う室内機通信部１０がそれぞれ設けられている。
【００３７】
　室内機制御部８は、空調運転時に室温センサ１６や冷媒温度センサ１４での検出信号を
監視し、また、送風ファンモータ１９や風向板用ステッピングモータ２０の作動を制御す
る等、空気調和機の様々な機能に関する制御を行う。
【００３８】
　また、室内機１には、外部から供給される交流電源を室内機１に設けられている各機器
に対応した所定の直流電源に変換し各機器に供給する室内機電源部５を備えている。
【００３９】
　一方、室外機２には、室外機制御部９と室内機１と信号の送受信を行う室外機通信部１
１とが搭載された室外機制御基板４が設けられている。この室外機制御基板４には、圧縮
機１７の回転制御を行うインバータ１８を介して圧縮機１７が接続されている。また、電
磁弁２１と、電動膨張弁２２と、冷房運転と暖房運転の冷媒回路を切替える四方弁２３と
、図示しない室外ファンが連結された室外ファンモータ２４がそれぞれ接続されている。
さらには、図示しないが、外気温を検出する外気温センサや、室外熱交換器を流れる冷媒
温度を検出する冷媒温度センサ等のセンサ類がそれぞれ室外機制御基板４に接続されてい
る。
【００４０】
　室外機制御部９は、空調運転時に外気温センサや冷媒温度センサでの検出信号を監視し
、また、空調運転に必要な信号を室内機制御部８と通信して受信し、これらに基づいて室
外ファンモータ２４や圧縮機１７、電磁弁２１、電動膨張弁２２および四方弁２３の制御
を行う。さらには、室外機制御部９はウォッチドッグタイマーが設けられている。
【００４１】
　また、室外機２には、主電力供給部７が接続され、主電力供給部７より供給された交流
電源を室内機１に備えられた室内機電源部５に供給すると共に、室外機２に設けられてい
る各機器に対応した所定の直流電源に変換し各機器に供給する室外機電源部６を備えてい
る。
【００４２】
　図２は、本発明による空気調和機の要部回路ブロック図であり、（Ａ）は空調運転が運
転状態から待機状態になった場合（以下、待機状態移行時と記載する）、（Ｂ）は待機状
態から運転状態になった場合（以下、待機状態解除時と記載する）をそれぞれ示している
。室内機１は、上述した室内機制御部８と、室内機通信部１０と、送風ファンモータ１９
や室温センサ１６等の負荷（以下室内機負荷３０と記載する）に加えて、スイッチング電
源３１と、整流器３９と、電源ノイズを除去するノイズフィルタ３２と、室内機側通信ラ
イン切替手段である第１切替リレー４６と、切替手段駆動電源である第３切替リレー駆動
電源４８と、室内機端子部３３とを備えている。尚、図１の室内機電源部５は、上述した
スイッチング電源３１、整流器３９およびノイズフィルタ３２とから構成されている。
【００４３】
　第１切替リレー４６は室内機制御部８によって切り替え制御される。第１切替リレー４
６は、接点Ａが第３切替リレー駆動電源４８に、接点Ｂが室内機通信部１０に、コモン端
子Ｃが室内機端子部３３の端子３３ｃにそれぞれ接続されている。
【００４４】
　第３切替リレー駆動電源４８は主電力供給部７より電源供給を受け、後述する主電力開
閉手段である第３切替リレー４５を切り替える第３切替リレー駆動部４９へ駆動電力を供
給する。
【００４５】
　室外機２は、上述した室外機制御部９と、室外機通信部１１と、電磁膨張弁２２や四方
弁２３等の負荷（以下室外機負荷３８と記載する）と、インバータ１８に加えて、スイッ
チング電源３７と、整流器４０と、電源ノイズを除去するノイズフィルタ３６と、整流器
４１と、開閉手段ＭＲと、第３切替リレー４５と、第３切替リレー駆動部４９と、室外機
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側通信ライン切替手段である第２切替リレー４７と、整流器４１に両端を並列接続された
平滑コンデンサ４９と、室外機端子部３４と、主電力端子部３５とを備えている。尚、開
閉手段ＭＲは抵抗４２と、第１リレー４３と、第２リレー４４とを備えている。また、図
１の室外機電源部６は、上述したスイッチング電源３７、整流器４０、整流器４１および
ノイズフィルタ３６とから構成されている。
【００４６】
　第３切替リレー４５はノイズフィルタ３６と整流器４０の間に、第２切替リレー４７は
、接点Ａが第３切替リレー駆動部４９の一端と接続されている。そして、第３切替リレー
駆動部４９の他端は、電源ラインＬ２側に接続されている。また、第３切替リレー４５の
接点Ｂは整流器４０に、コモン端子Ｃはノイズフィルタ３６にそれぞれ接続されており、
接点Ａは空き端子となっている。さらには、第２切替リレー４７の接点Ｂは室外機通信部
１１に、コモン端子Ｃは室外機端子部３４の端子３４ｃにそれぞれ接続されている。尚、
第３切替リレー４５は、第３切替リレー駆動電源４８からの電力供給を受ける第３切替リ
レー駆動部４９により切り替え制御され、電力供給有の場合は接点Ａに切り替わりその状
態を維持され、電力供給無の場合は接点Ｂに切り替えられる。また、第２切替リレー４７
は室外機制御部９によって切り替え制御される。
【００４７】
　室内機１には室内機端子部３３が、室外機２には室外機端子部３４がそれぞれ設けられ
、端子３３ａと端子３４ａが電源ラインＬ１を介して、端子３３ｂと端子３４ｂが電源ラ
インＬ２を介して、端子３３ｃと端子３４ｃが信号ラインＬｓを介して相互に接続されて
いる。また、室外機２には主電力端子部３５を介して主電力供給部７が接続されており、
主電力端子部３５と室外機端子部３４は、端子３４ａと端子３５ａが、端子３４ｂと端子
３５ｂがそれぞれ主電力ラインＬａｃを介して接続されている。これにより主電力供給部
７より室内機１、室外機２にそれぞれ交流電源が供給される。
【００４８】
　室内機１では、主電源供給部７より供給された交流電源が室内機端子部３３からノイズ
フィルタ３２を経て整流器３９に入力され、直流電源に変換される。そして、変換された
直流電源はスイッチング電源３１にて、室内機制御部８や室内機負荷３０といった各機器
に対応した電源電圧（例えば、１２Ｖ）とされ各機器に供給される。また、主電源供給部
７より供給された交流電源は、第３切替リレー駆動電源４８にも入力され、第３切替リレ
ー４５を駆動する所定の電圧に変換される。
【００４９】
　室外機２では、主電源供給部７より供給された交流電源がノイズフィルタ３６を経て、
スイッチング電源用ラインＬｓｗ、第３切替リレー４５を介して整流器４０に入力され、
直流電源に変換される。そして、変換された直流電源はスイッチング電源３７にて、室外
機制御部９や室外機負荷３８といった各機器に対応した電源電圧（例えば、１２Ｖ）とさ
れ各機器に供給される。
【００５０】
　また、主電源供給部７より供給された交流電源がノイズフィルタ３６を経て、スイッチ
ング電源用ラインＬｓｗ、第３切替リレー４５、インバータ用ラインＬｉｖ、開閉手段Ｍ
Ｒを介して整流器４１にも入力され、直流電源に変換されてインバータ１８に供給される
。尚、開閉手段ＭＲは、第１リレー４３と、抵抗４２が直列に接続された第２リレー４４
の回路両端とを並列接続して構成されている。
【００５１】
　室内機通信部１０は、一端が室内機制御部８に、他端が第１切替リレー４６を介して室
内機端子部３３の端子３３ｃにそれぞれ接続されており、室内機制御部８から入力したシ
リアル信号を第１切替リレー４６から端子３３ｃ、信号ラインＬｓ、端子３４ｃを経て室
外機２へ送信する。また、室内機通信部１０は、端子３４ｃから信号ラインＬｓ、端子３
３ｃ、第１切替リレー４６を経て室外機２より受信したシリアル信号を室内機制御部８に
出力する。
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【００５２】
　同様に、室外機通信部１１は、一端が室外機制御部９に、他端が第２切替リレー４７を
介して室外機端子部３４の端子３４ｃにそれぞれ接続されており、室外機制御部９から入
力したシリアル信号を第２切替リレー４７から端子３４ｃ、信号ラインＬｓ、端子３３ｃ
を経て室内機１へ送信する。また、室外機通信部１１は、端子３３ｃから信号ラインＬｓ
、端子３４ｃ、第２切替リレー４７を経て室内機１より受信したシリアル信号を室外機制
御部９に出力する。
【００５３】
　図３は第３切替リレー駆動電源４８の回路図を示している。この回路は、ダイオード６
１と、コンデンサ６２と、直列接続された抵抗Ａ６３および抵抗Ｂ６４とから構成されて
おり、主電力供給部７から交流電源６０が供給されている。また、抵抗Ａ６３と抵抗Ｂ６
４との接続点Ｐに信号ラインＬｓが、抵抗Ｂ６４の他方の接続点Ｇ（接続点Ｐの反対側）
には電源ラインＬ２がそれぞれ接続されている。入力された交流電源６０は、ダイオード
６１およびコンデンサ６２により直流電源に変換され、抵抗Ａ６３および抵抗Ｂ６４によ
り所定の電圧（例えば１２Ｖ）に分圧されて、信号ラインＬｓ、電源ラインＬ２を介して
第３リレー駆動電力として出力される。
【００５４】
　尚、ここで説明した回路では第３切替リレー４５の駆動電力が常に出力され第３切替リ
レー駆動電源４８で電力が消費され続けるが、例えば、抵抗Ａ６３と信号ラインＬｓの接
続点Ｐとの間にフォトカプラ等の室内機制御部８でオンオフ制御を行うスイッチング素子
を設けて、抵抗Ａ６３の接続点Ｐへの接続／遮断を行えるようにすれば、スイッチング素
子を所定のタイミングでオンとした場合のみ第３切替リレー４５に駆動電力が供給される
ので、第３切替リレー駆動電源４８での消費電力を低減できる。
【００５５】
　以上説明した構成において、待機状態移行時は、室内機制御部８が信号ラインＬｓを介
して室外機制御部９に運転停止信号を送信する。運転停止信号を受信した室外機制御部９
は、まず開閉手段ＭＲを制御してインバータ１８への電源供給を遮断し、その後、第２切
替リレー４７を切り替え室外機通信部１１から第３切替リレー駆動部４９の一端に切り替
える。室内機制御部８は、第１切替リレー４６を制御して室内機通信部１０から第３切替
リレー駆動電源４８に切り替え、第３切替リレー駆動部４９に駆動電力を供給する。駆動
電力を供給された第３切替リレー駆動部４９は、第３切替リレー４５をスイッチング電源
３７への電力供給を遮断するよう切り替え、室外機制御部９および室外機負荷３８は停止
する。これにより、待機状態における室外機２の消費電力をゼロとすることができる。
【００５６】
　また、待機状態解除時は、室内機制御部８が第１切替リレー４６を制御して、第３切替
リレー駆動電源４８から室内機通信部１０に切り替え、信号ラインＬｓを介して第３切替
リレー駆動部４９に供給されていた駆動電力を遮断する。これにより第３切替リレー駆動
部４９は第３切替リレー４５をスイッチング電源３７に電力を供給するよう切り替え、室
外機制御部９および室外機負荷３８が起動する。起動した室外機制御部９は第２切替リレ
ー４７を制御して第３切替リレー駆動部４９の一端から室外機通信部１１へ切り替える。
これにより、室内機通信部１０と室外機通信部１１とが接続され、室内機１との通信がで
きるようになる。また、室外機制御部９は開閉手段ＭＲを制御してインバータ１８への電
源供給を開始する。そして、室内機１と室外機２は空調運転に必要な信号を互いに通信し
て受信し、それに基づいて各々の制御を行い空調運転が開始される。
【００５７】
　次に、図２および図４を用いて空調運転の待機状態移行時もしくは待機状態解除時と、
待機状態時の室外機２での消費電力削減の原理について説明する。図４は、空調運転時の
室内機１および室外機２の要部の動作タイミングを示す図であり、（Ａ）は待機状態移行
時のタイミングチャート、（Ｂ）は待機状態解除時のタイミングチャートをそれぞれ示し
ている。尚、以下の説明では切替リレーの動作について、例えばコモン端子Ｃを接点Ａか
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ら接点Ｂへ切り替えるといった場合は、接点Ａから接点Ｂへ切り替えるというように省略
して記載する。
【００５８】
　まず、待機状態移行時について説明する。図４（Ａ）で、（１）は利用者が図示しない
リモコンを操作して空調運転の停止を行った際に室内機制御部８より送信される、室外機
２を停止するための運転停止信号を示している。尚、ここでは室内機制御部８や室外機制
御部９に入出力する信号の波形を示しており、所定の幅を持つ５Ｖの矩形波としているが
、これに限るものでなく、任意の矩形波の幅や電圧値でもよい。図４（Ａ）の（２）およ
び（３）は、運転停止信号を受けた室外機制御部９がインバータ１８を停止し、第１リレ
ー４３を開としてインバータ１８の動作電力が遮断されたことを示している。尚、第２リ
レー４４は、空調運転時には常に開とされている。
【００５９】
　次に、室外機制御部９は室内機制御部８にインバータ１８を停止したことを示す信号を
送信し、その後図４（Ａ）の（４）に示すように、室外機制御部９は第２切替リレー４７
を制御して接点Ｂから接点Ａに切り替える。これにより、信号ラインＬｓは第３切替リレ
ー駆動部４９の一端に接続される。室外機制御部９よりインバータ１８停止の信号を受信
した室内機制御部８は、図４（Ａ）の（５）に示すように第１切替リレー４６を制御して
接点Ｂから接点Ａに切り替える。
【００６０】
　これにより、第３切替リレー駆動電源４８から第３切替リレー駆動部４９に駆動電力が
供給され、図４（Ａ）の（６）に示すように第３切替リレー４５は、第３切替リレー駆動
部４９によって接点Ｂから接点Ａに切り替えられこの状態が維持される。これでスイッチ
ング電源用ラインＬｓｗが第３切替リレー４５によって遮断され、主電力供給部７からス
イッチング電源３７への電力供給が停止するので、図４（Ａ）の（７）に示すように室外
機制御部９および室外機負荷３８が停止する。
【００６１】
　次に、待機状態解除時について説明する。利用者が図示しないリモコンを操作して空調
運転の開始を行うと、室内機制御部８はまず図４（Ｂ）の（６）に示すように、第１切替
リレー４６を制御して接点Ａから接点Ｂに切り替える。これにより第３切替リレー駆動電
源４８より第３切替リレー駆動部４９に供給されていた駆動電力が遮断されるので、図４
（Ｂ）の（７）に示すように第３切替リレー４５が接点Ａから接点Ｂに切り替わる。
【００６２】
　第３切替リレー４５が接点Ｂに接続されると、スイッチング電源用ラインＬｓｗが第３
切替リレー４５によって接続され主電力供給部７からスイッチング電源３７に電力が供給
されるので、図４（Ｂ）の（８）に示すように室外機制御部９および室外機負荷３８が起
動する。起動した室外機制御部９は、図４（Ｂ）の（５）に示すように第２切替リレー４
７を制御して接点Ａから接点Ｂに切り替える。これにより信号ラインＬｓを介して室内機
通信部１０と室外機通信部１１が接続されるので、室内機制御部８と室外機制御部９との
通信が可能となる。そして、室外機制御部９より室内機制御部８へ、室内機通信部１０と
室外機通信部１１が接続され通信が可能となったことを示す信号が送信される。
【００６３】
　次に、室外機制御部９は、図４（Ｂ）の（２）に示すように第２リレー４４を閉とする
。次に、室外機制御部９は平滑コンデンサ４９の充電が完了した後所定の時間を置いて第
２リレー４４を開とする。また、室外機制御部９は図４（Ｂ）の（３）に示すように平滑
コンデンサ４９の充電が完了した時点で第１リレー４３を閉とし、この状態を維持する制
御を行う。これにより、上述した第２リレー４４が開かれた後でもインバータ１８に動作
電力が供給され続ける。
【００６４】
　一方、室内機制御部８は、図４（Ｂ）の（１）に示すような運転開始信号を室外機制御
部９に送信する。尚、ここでも図４（Ａ）同様、室内機制御部８や室外機制御部９に入出
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力する信号の波形を示しており、所定の幅を持つ５Ｖの矩形波としているが、これに限る
ものでなく、任意の矩形波の幅や電圧値でもよい。運転開始信号を受信した室外機制御部
９は、インバータ１８を起動して空調運転を開始する。
【００６５】
　以上説明したように、待機状態移行時は室外機制御部９が開閉手段ＭＲを制御してイン
バータ１８への電力供給を遮断する。その後、室内機制御部８は、第３切替リレー駆動電
源４８から第３切替リレー駆動部４９に駆動電力を供給し、第３切替リレー４５を制御し
てスイッチング電源３７への電力供給を遮断する。これにより室外機制御部９および室外
機負荷３８が停止し、待機状態時の室外機２での消費電力がゼロとなる。
【００６６】
　待機状態解除時は、室内機制御部８が、第３切替リレー駆動電源４８から第３切替リレ
ー駆動部４９に供給されている動作電力を遮断して第３切替リレー４５を制御し、スイッ
チング電源３７に電力が供給され室外機制御部９が起動する。起動した室外機制御部９は
開閉手段ＭＲを制御してインバータ１８への電力供給を開始し、室内機制御部８からの運
転開始信号に従ってインバータ１８を起動する。
【００６７】
　以上の説明で、待機状態移行時にノイズ等により室外機制御部９、一般的には室外機制
御部９に備えられたマイコンが暴走状態となった場合は、マイコンがウォッチドッグタイ
マーによる割り込みを受ける。割り込みを受けたマイコンは、まず第２切替リレー４７を
接点Ｂから接点Ａに切り替える制御を行う。一方、室内機制御部８は、一定時間室外機制
御部９より信号を受けない状態となると、第１切替リレー４６を制御して接点Ｂから接点
Ａに切り替える。このようにして第３切替リレー駆動電源４８から第３切替リレー駆動部
４９に駆動電力が供給され、第３切替リレー４５が接点Ｂから接点Ａに切り替わるため、
主電力供給部７からスイッチング電源３７への電力供給が停止し、室外機制御部９および
室外機負荷３８が停止する。
【００６８】
　次に、図１、図２および図４を用いて待機状態移行時および待機状態解除時の室内機１
および室外機２の具体的な動作について説明する。まず、図２（Ａ）に示す待機状態移行
時の動作について説明する。尚、空調運転時の第１切替リレー４６、第２切替リレー４７
および第３切替リレー４５はすべて接点Ｂに切り替えられている。
【００６９】
　利用者が図示しないリモコンを操作して空調運転の停止を行う。リモコンは運転停止コ
ードを赤外線信号に変換して室内機１に送信する。送信された赤外線信号はリモコン受信
部１２を介して室内機制御部８に出力される。これを受けた室内機制御部８は、室外機２
を停止するため、図４（Ａ）の（１）に示すような運転停止信号を室内機通信部１０に出
力する。この時、室内機制御部８は同時に室内機負荷３０への電力供給も停止し、室内機
制御部８とリモコン受信部１２のみ動作状態を維持する待機状態に移行する。
【００７０】
　室内機通信部１０は、受け取った運転停止信号を送信する。送信された信号は、第１切
替リレー４６の接点Ｂからコモン端子Ｃ、室内機端子部３３の端子３３ｃ、信号ラインＬ
ｓ、室外機端子部３４の端子３４ｃ、第２切替リレー４７のコモン端子Ｃから接点Ｂを経
て室外機通信部１１へ入力される。室外機通信部１１は、受け取った信号を室外機制御部
９に出力する。
【００７１】
　運転停止信号を受け取った室外機制御部９は、停止状態に移行する準備を開始する。室
外機制御部９は、図４（Ａ）の（３）に示すようにまずインバータ１８を停止する。その
後、室外機制御部９は図４（Ａ）の（２）に示すように第１リレー４３を開とする。第２
リレー４４は空調運転時には開とされているため、インバータ１８への動作電力の供給は
遮断される。室外機制御部９はインバータ１８を停止したことを室内機制御部８に送信し
、図４の（４）に示すように第２切替リレー４７を制御して接点Ｂから接点Ａへ切り替え
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る。これにより、信号ラインＬｓは室外機端子部３４の端子３４ｃを介して第３切替リレ
ー駆動部４９の一端に接続される。
【００７２】
　室外機制御部９よりインバータ停止信号を受信した室内機制御部８は、図４（Ａ）の（
５）に示すように第１切替リレー４６を制御して接点Ｂから接点Ａへ切り替える。これに
よって、第３切替リレー駆動電源４８が第１切替リレー４６の接点Ａからコモン端子Ｃ、
室内機端子部３３の端子３３ｃ、信号ラインＬｓ、室外機端子部３４の端子３４ｃ、第２
切替リレー４７のコモン端子Ｃから接点Ａを経て第３切替リレー駆動部４９に接続される
。
【００７３】
　これで第３切替リレー駆動電源４８から第３切替リレー駆動部４９に駆動電力が供給さ
れ、図４（Ａ）の（６）に示すように、第３切替リレー駆動部４９によって第３切替リレ
ー４５が接点Ｂから接点Ａに切り替えられ、この状態が維持される。これにより、主電力
供給部７から供給される交流電源がスイッチング電源ラインＬｓｗ上で第３切替リレー４
５によって遮断されるため、スイッチング電源３７への電力供給が遮断され室外機制御部
９および室外機負荷３８が停止する。
【００７４】
　次に、図２（Ｂ）に示す待機状態解除時の動作について説明する。尚、待機状態時の第
１切替リレー４６、第２切替リレー４７および第３切替リレー４５はすべて接点Ａに切り
替えられている。利用者が図示しないリモコンを操作して空調運転の開始を行う。リモコ
ンは運転開始コードを赤外線信号に変換して室内機１に送信する。送信された赤外線信号
はリモコン受信部１２を介して室内機制御部８に出力される。これを受けた室内機制御部
８は、まず図４（Ｂ）の（６）に示すように第１切替リレー４６を制御して接点Ａから接
点Ｂへ切り替える。この時、室内機制御部８は同時に室内機負荷３０への電力供給を開始
し、運転状態に移行する準備を行う。
【００７５】
　第１切替リレー４６が接点Ａから接点Ｂへ切り替わると、室内機通信部１０が室内機端
子部３３の端子３３ｃを介して信号ラインＬｓに接続される。一方、第３切替リレー駆動
電源４８の接続は遮断され、第３切替リレー駆動部４９への駆動電力の供給が停止し、図
４（Ｂ）の（７）に示すように第３切替リレー４５が接点Ａから接点Ｂに切り替わる。こ
れでスイッチング電源ラインＬｓｗの第３切替リレー４５による遮断が解除されるので、
主電力供給部７からスイッチング電源３７へ電力が供給され、図４（Ｂ）の（８）に示す
ように室外機制御部９および室外機負荷３８が起動する。
【００７６】
　起動した室外機制御部９は、図４（Ｂ）の（５）に示すように第２切替リレー４７を制
御して接点Ａから接点Ｂに切り替える。これにより、室内機通信部１０と室外機通信部１
１が、第１切替リレー４６の接点Ｂからコモン端子Ｃ、室内機端子部３３の端子３３ｃ、
信号ラインＬｓ、室外機端子部３４の端子３４ｃ、第２切替リレー４７のコモン端子Ｃか
ら接点Ｂを経て接続され、室内機１と室外機２の通信が可能となる。
【００７７】
　次に室外機制御部９は、図４（Ｂ）の（２）に示すようにまず第２リレー４４を閉とす
る（図２（Ｂ）の第２リレー４４でスイッチを破線で示した状態）。第２リレー４４には
、抵抗４２が直列接続されており、平滑コンデンサ４９への突入電流を低減し平滑コンデ
ンサ４９の破損を防ぐことができる。第２リレー４４を閉とすることにより平滑コンデン
サ４９が充電されるが、充電が完了すると、室外機制御部９は図４（Ｂ）の（３）に示す
ように第１リレー４３を閉とする。
【００７８】
　この第１リレー４３は室外機制御部９によって閉状態が維持される。このようにしてイ
ンバータ１８への動作電力の供給が開始され、図４（Ｂ）の（１）に示す室内機制御部８
から送信される運転開始信号を室外機制御部９が受信すると、室外機制御部９はインバー
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タ１８を起動し空調運転が開始される。空調運転が開始されると、室内機制御部８は、室
温センサ１６や冷媒温度センサ１４での検出信号を監視し、また、送風ファンモータ１９
や風向板用ステッピングモータ２０の作動を制御する等、空気調和機の様々な機能に関す
る制御を行う。
【００７９】
　また、室外機制御部９は、外気温センサや冷媒温度センサでの検出信号を監視し、また
、空調運転に必要な信号を室内機制御部８と通信して受信し、これらに基づいて室外ファ
ンモータ２４や圧縮機１７、電磁弁２１、電動膨張弁２２および四方弁２３の制御を行う
。尚、第２リレー４４は図４（Ｂ）の（２）に示すように第１リレー４３が閉とされた後
所定時間を置いて開とされる（図２（Ｂ）の第２リレー４４でスイッチを実線で示した状
態）。
【００８０】
　次に図１および図２に示す室内機１に備えられた室内機制御部８および、室外機２に備
えられた室外機制御部９での処理を表すフローチャートを用いて、待機状態解除もしくは
待機状態移行の場合の流れについて説明する。図５のフローチャートは室内機制御部８お
よび室外機制御部９各々での待機状態解除時および待機状態移行時の処理を示しており、
（Ａ）は室内機制御部８での処理、（Ｂ）は室外機制御部９での処理をそれぞれ示してい
る。また、ＳＴはステップを、これに続く数字はステップ番号をそれぞれ表している。
【００８１】
　まず、室内機制御部８での処理について図５（Ａ）を用いて説明する。主電力供給部７
より交流電源が供給されると、室内機制御部８にも動作電力が供給され室内機制御部８が
オンする。室内機制御部８は、利用者がリモコンを操作して送信されるリモコン信号を受
信したか否かを判断する（ＳＴ１）。リモコン信号を受信していなければ（ＳＴ１－Ｎｏ
）、室内機制御部８は、室内機１が待機状態であればその状態を維持し、運転状態であれ
ば利用者によって指示された設定に基づいて制御を行うといった通常制御を行い（ＳＴ５
）、ＳＴ１へジャンプする。
【００８２】
　室内機制御部８がリモコン信号を受信していれば（ＳＴ１－Ｙｅｓ）、次にその信号が
運転開始信号であるか否かを判断する（ＳＴ２）。運転開始信号であれば（ＳＴ２－Ｙｅ
ｓ）、室内機制御部８は第１切替リレー４６を接点Ａから接点Ｂに切り替える（ＳＴ６）
。そして、風向板の位置調整等といった室内機負荷３０の運転を開始し（ＳＴ７）、ＳＴ
１にジャンプする。
【００８３】
　室内機制御部８が受信した信号が運転開始信号でなければ（ＳＴ２－Ｎｏ）、次にその
信号が運転停止信号であるか否かを判断する（ＳＴ３）。運転停止信号であれば（ＳＴ３
－Ｙｅｓ）、室内機制御部８は第１切替リレー４６を接点Ｂから接点Ａに切り替える（Ｓ
Ｔ８）。そして、室内機負荷３０の運転を停止し（ＳＴ９）、ＳＴ１へジャンプする。
【００８４】
　室内機制御部８が受信した信号が運転停止信号でなければ（ＳＴ３－Ｎｏ）、次にその
信号が温度や風量などといった、その他の設定信号であるか否かを判断する（ＳＴ４）。
その他設定信号であれば（ＳＴ４－Ｙｅｓ）、室内機制御部８はその設定信号に対応した
空調制御を行い（ＳＴ１０）、ＳＴ１へジャンプする。受信した信号がその他設定信号で
なければ（ＳＴ４－Ｎｏ）、ＳＴ１へジャンプする。
【００８５】
　　次に、室外機制御部９での処理について図５（Ｂ）を用いて説明する。第３切替リレ
ー４５が接点Ｂに接続され主電力供給部７より交流電源が供給されると、室外機制御部９
にも動作電力が供給され室外機制御部９がオンする。室外機制御部９は、まず第２切替リ
レー４７を接点Ａから接点Ｂに切り替えて室内機制御部８との通信ができるようにする（
ＳＴ２１）。
【００８６】
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　次に、室外機制御部９は室内機制御部８から信号を受信したか否かを判断する（ＳＴ２
２）。信号を受信していなければ（ＳＴ２２－Ｎｏ）、室外機制御部９は、室外機２が待
機状態であればその状態を維持し、運転状態であれば室内機１によって指示された設定に
基づいて制御を行うといった通常制御を行い（ＳＴ２５）、ＳＴ２２へジャンプする。
【００８７】
　室外機制御部９は室内機制御部８より信号を受信していれば（ＳＴ２２－Ｙｅｓ）、次
にその信号が運転開始信号であるか否かを判断する（ＳＴ２３）。運転開始信号であれば
（ＳＴ２３－Ｙｅｓ）、室外機制御部９は第２リレー４４を閉とし（ＳＴ２６）、続いて
第１リレー４３を閉として（ＳＴ２７）インバータ１８に電力を供給し運転を開始する（
ＳＴ２８）。そして、再び第２リレー４４を開とし（ＳＴ２９）、室外機負荷３８の運転
を開始して（ＳＴ３０）、ＳＴ２２にジャンプする。
【００８８】
　室外機制御部９が受信した信号が運転開始信号でなければ（ＳＴ２３－Ｎｏ）、次にそ
の信号が運転停止信号であるか否かを判断する（ＳＴ２４）。運転停止信号であれば（Ｓ
Ｔ２４－Ｙｅｓ）、室外機制御部９はインバータ１８を停止し（ＳＴ３１）第１リレー４
３を開とする（ＳＴ３２）。そして、第２切替リレー４７を接点Ｂから接点Ａに切り替え
（ＳＴ３３）、室外機負荷３８の運転を停止する（ＳＴ３４）。その後、第３切替リレー
４５が接点Ｂから接点Ａに切り替えられ、主電力供給部７よりの交流電源が遮断されると
室外機制御部９はオフする。受信した信号が運転停止信号でなければ（ＳＴ２４－Ｎｏ）
、ＳＴ２２へジャンプする。
【００８９】
　以上説明したとおり、本発明によれば、空気調和機の空調運転が待機状態に移行すると
き、室外機制御部は開閉手段を制御して主要な負荷への電力供給を遮断する。その後、室
内機制御部は室内機側通信ライン切替手段を、室外機制御部は室外機側通信ライン切替手
段を制御して、室内機通信部と室外機通信部との接続を遮断すると共に、主電力開閉手段
に切替手段駆動電源より駆動電力を供給するよう接続を行う。駆動電力を受けた主電力開
閉手段は、室外機制御部へ電源を供給するサブ電源への商用電源からの電力供給を遮断す
るよう切り替わり、室外機制御部は電力供給を遮断されて停止する。これにより、待機状
態時の室外機での待機電力をゼロとする。
【００９０】
　また、空調運転の待機状態が解除されるときは、室内機制御部は室内機側通信ライン切
替手段を制御して主電力開閉手段と切替手段駆動電源との接続を遮断する。これにより切
替手段駆動電源からの駆動電力の供給が遮断されるため、主電力開閉手段は、室外機制御
部へ電源を供給するサブ電源への商用電源からの電力供給ができるよう切り替わり、室外
機制御部は電力供給を受けて起動する。起動した室外機制御部は、室外機側通信ライン切
替手段を制御して室内機通信部と室外機通信部とを接続した後、開閉手段を制御して主要
な負荷への電力供給を開始する。
【００９１】
　このように室外機制御部への電源供給および遮断は、主電力開閉手段によって制御され
、さらには主電力開閉手段は室内機制御部によって切替制御される室内機側通信ライン切
替手段によって駆動電力の供給および遮断が制御されるため、空調運転の待機状態移行時
に室外機制御部が暴走状態となった場合でも、室内機側通信ライン切替手段を制御して主
電力開閉手段に駆動電力を供給することによって室外機制御部への電力供給を遮断し室外
機制御部を停止させることができる。
【００９２】
　また、従来例２では、室外機制御部１１６から制御線が第２リレーＭＲ２に接続されて
いるため、その基板上でのパターンは２次側から１次側に接続するよう配線する必要があ
り、１次側と２次側のパターン距離を取る必要があったが、本発明では、主電力開閉手段
は室内機からの切替制御（室内機制御部および室内機側通信ライン切替手段による）であ
り、室外機での配線すなわち信号ラインから室外機側通信ライン切替手段を介して第３切
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替手段への配線は１次側のみで済むため、パターン間距離を大きく取る必要がなく基板の
面積縮小ひいては室外機の小型化・軽量化やコストダウンができる。
【００９３】
　さらには、従来例２では、室外機１０２のセルフテストを行う際には、室内機１０１の
電源をオンするか外部から別途電源を供給しないことには室外機１０２をオンする、つま
りは室外機制御部１１６を起動することができないが、本案では主電力供給部を商用電源
に接続すれば室外機をオンする、つまりは室外機制御部を起動することができるため、例
えば室外機に備えられているセルフテストスイッチを操作してセルフテストモードで起動
できるようにしておけば容易にセルフテストを行うことができる。
　
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明による空気調和機の実施例における構成ブロック図である。
【図２】本発明による空気調和機の実施例における要部回路ブロック図であり、（Ａ）は
待機状態移行時の回路ブロック図、（Ｂ）は待機状態解除時の回路ブロック図を示してい
る。
【図３】第３切替リレー駆動電源を示す回路図である。
【図４】待機状態移行／解除時の要部の動作タイミングを説明する説明図であり、（Ａ）
は待機状態移行時のタイミングチャート、（Ｂ）は待機状態解除時のタイミングチャート
である。
【図５】待機状態移行／解除時の処理を示すフローチャートであり、（Ａ）は室内機制御
部での処理、（Ｂ）は室外機制御部での処理を示している。
【図６】従来の空気調和機を示す回路ブロック図である。
【図７】従来の空気調和機を示す要部回路ブロック図である。
【符号の説明】
【００９５】
　１　室内機
　２　室外機
　５　室内機電源部
　６　室外機電源部
　７　主電源供給部
　８　室内機制御部
　９　室外機制御部
　１０　室内機通信部
　１１　室外機通信部
　１２　リモコン受信部
　１７　圧縮機
　１８　インバータ
　３０　室内機負荷
　３１　スイッチング電源
　３７　スイッチング電源
　３８　室外機負荷
　３９　整流器
　４０　整流器
　４１　整流器
　４２　抵抗
　４３　第１リレー
　４４　第２リレー
　４５　第３切替リレー
　４６　第１切替リレー
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　４７　第２切替リレー
　４８　第３切替リレー駆動電源
　４９　第３切替リレー駆動部
　Ｌ１　電源ライン
　Ｌ２　電源ライン
　Ｌｓ　信号ライン
　Ｌａｃ　主電力ライン
　Ｌｓｗ　スイッチング電源用ライン
　Ｌｉｖ　インバータ用ライン
　ＭＲ　開閉手段

【図１】
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